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下総台地南部に お ける洪積台地の変形 と埋没段丘
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Deformation　of 　terraces　in　thc　southern 　part

　　of 　Shim6sa 　upland ，　Chiba 　Prefecture

Masahiro 　KiMuRA
，
　Tatsur6　TERAoKA 　and 　Kisabur6 　KoDAMA

Abstract　The 　southern 　part　of 　Sh量m6sa 　upland 　is　characterized 　by　steep 　inclinatioll　which

has　rcsulted 肋 m 　the 　 crustal 　 mevement 　from　latest　Pleistocene　to　Recent．　The 　authors 　studied

thc 皿 ovement 　in　detail　by　levell三ng 　the 　height　ef 　the 　J6sδclay 　bed　deposited　in　marsh 　or 　lakc
in　latest　Pleistocene．　It　shows 　that 　the 　crustal 　movement 　occurred 　just　like　blocks　which 　might

be　boundcd　by 伽 lts．　They　found　the 　burried　therrace 　covered 　by　Musashino　and 　younger

volcanic 　ashes 　undcr 　thc 　alluvial 　plain．　It　is　due　to　the 　recent 　crustal 　subs 量dence　of 　the 　alluvial

plain．

L は じ め に

　関 東平 野 に は，洪 積 台 地 が 広 く分布 し，そ の 間 の 主 要

河 川 に沿 っ て，沖積低 地 が発達 して い る．洪積世後期に

形成され た こ れ らの 台地 は，関東造盆地運動 に 支配 され

て そ の 後変形 し て い る こ とが ， 従来 か ら知 られ て い た．

最近の 研究 に よ る と， こ の よ うな 運動は ， 地域的 に か な

り独 自の 様相 を呈 し て い る こ と も指摘 され て きた．た と

え ば ， 堀 口 く1974） は，関東平野北西 部 で 武蔵野 ロ
ーム

層基底 の 高度分布 を解析 した 結果 ， い くつ か の 台地 が ，

間を断層 で 境 され た ブ ロ ッ ク と し て 傾動 し て い る こ と を

明 らか に し た ．関東新生代構造研究 グル
ープ （1977）も，

関東平野 に広 く分布す る常総粘土層 の 海抜高 度 を測 定

し，各地 の 洪積台地 で，同層の 堆 積面がブ ロ ッ ク状 に 変

形 して い る こ と を指摘して い る．

　筆者 らは ， こ れ らの 成果を参照 し なが ら， 平野地域で

最も段丘 変形 の 著 し い 下総台地南部 に お い て ， そ の 変形

をさ らに くわ し く解折 し ， と くに ， 同地 域の 東 京 湾 側

で ， 沖積層下 に 埋没す る 洪積台地 に つ い て ， そ の 形成条

件 を検討 し た，

H ．1 層　序

ll．層序 お よ び 試 料 分 析
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　本地域 の 洪積台地 の 表層を構成す る 地層 は ， 上 位 よ

り， 関東 ロ
ー

ム 層 ・
粘土層

・
砂層 か ら成 り，

一
連 の 陸化

過 程 の 堆積相 を示 し て い る，こ れ らの 層序 を，上位 よ り

A 〜D に 区分 し，そ れ ぞ れ の 特徴 を述 べ る （第 2 図〉，

　 A ．立川 ・武蔵野 ロ
ーム 層

　厚 さは 平 均 5m ，市原市北野 （露頭 20
， 第 1図） で は

9m あ る．最下部に厚さ 2e　cm 　A・lm の ，チ ョ
コ 帯 と

称す る粘土質の 風化 P　一一ム 層が あ り，そ の 直上 に，厚さ

20　cm 以 下 の 東京軽 石 層 （TP ＞が不 連続的 に堆積 して い

る．粒度は中粒
〜粗粒 で あ る．本層上部には ， 特殊な気

候
・植生 を示す ク ラ ッ ク帯 （も し くは 黒色バ ン ド）が挾

在 し ， 武蔵野 ロ
ー

ム 層上部 と立川 ロ
ー

ム 層を区分 し て い

る ，本層基底 は ， とこ ろ に よ り下位の 粘土層や砂層を幅

数 m 規模 で 小谷状 に 侵食 し，上 述 の チ ョ
コ レ

ー
ト粘土層

以上が 埋 谷状 に 堆積 し て い る の で，下位層とは 不整合関

係 に あ る とい え る．

　 B ．常総層

（B1上 部粘土層）

　厚 さは通常 20〜50cm で あ るが，千葉市平山町 （露頭

17＞の よ うに，厚 さ 2m に達 す る所 もあ る．青灰色粘土

層 で，軽石 が い くらか 含 まれ る．しば しば植物 の 根 の 痕

跡がみ られ る，上位層 との 境界 は か な り明瞭 で あ る が，

下 限 は下 位 の 砂層や シ ル ト質砂層 と漸移 して い る と こ ろ

も多い （露頭 10
，

22）・ 本層 は ， 杉原（1978）に よ る姉崎

層上部上半部 と対比 され る （第 1表）．

（B2 中部砂層 ）

　厚 さは 0 〜4m で ，平均 2m ，市原市萩台 （露頭 15）

で は 4m ある，極細粒 〜中粒砂層で ，基底ふ きん に中礫
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　　　第 L図 　市原付近 の 常 総 層 の 高度 分 布

断 面 0 −O 〜P−P’，Q −Q
’
，R −R

’
は 第 11J　12

，
13

，
　14図

に 対 応，
〔調 査 地 点 〕

1．千 葉 市 昭 和 の 森 入 口 ，2．千 葉 市 県 神 社 東，3．大 網

白里 町 金 谷 郷，4．千 葉 市 高 ffl町 （1）， 5．千 葉市高

田 町 （［ ），6．千 葉 市 西 沖，7．千 葉 市 高 根 町，8・千

葉 市 大 草 町 ，
9．千 葉 市小 倉 田亅

’
谷 津 田 ，

10．千 葉 市 小

倉 台一丁 目 ，
IL 千 葉 市 園 生 町 ，12．千 葉 市 犢 橋 町，

五3．千 葉 市 長 作 町 ，
14，千 葉 市 長 作 新 田 ，

15．市 原 市

萩 台 ，
16．千 葉 市誉 田

一丁 目，
17．千 葉市平 山 町 ，

18．千 葉市 小 金 沢 町
’
、19．千 葉市富岡 町 ，

20．市原 市

北 野 ， B −2L 市原市岩崎千葉 県 公 害研 究所 ， 22．長

柄 町 六 地 蔵 ♪
23．長 柄 町牧 場 近 く，24．長 柄 町 追 分，

25．市 原 市 千 葉 国 際 ゴ ル フ 場 （1 ），
B −26．市 原 市 千

葉 国 際 ゴ ル フ 場 （H ），B −27，市原 市 津 田 原，28．市

原市勝 間， 29．市原市宗角， 30．市原 市荻作新 田 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マヤ

3L 市原市能満 ，
32．市原市大厩 ，

33．市原市栢 橋 ，

34，市原市 馬 場 台（1），
35．市原 市馬 場 台（m ，

36．市原

市 立 野 ，
37．市 原 市 海 保 霊 園 近 ，

38．千 葉 市 加 曽利 町

B は ボ
ー

リ ン グ 地 点 を 示 す．

大 の シ ル ト礫 ， あ る い は シ ル ト薄層 〜粘土質砂層を含む

場合もあ る （市原市萩作新田 ， 露頭30）．全体に軽石 と植

物痕跡 が よ く含 まれ て い る．砂層 の 上部 に は ラ ミナ が 発

達 し ， 下部 は ク ロ ス ラ ミ ナ が 発達す る 場合 が 多 い （長柄

町 追分 ， 露頭 24）．本層中央部 な い し 上半部 に は ， 白色 〜

黄白色細粒軽石 層 が挾在され て い る 揚合 が あ り，こ れ

は，下末吉台地 に お け る P皿

一1 軽石層に対 比 さ れ て い る

（杉原，1978）．た だ し同軽石層が上部粘土層 （B、） との

境界ふ きん に 挟在され る 場合もあ る ．本層 は 厚 さ変化が

は げ し く，しば しば下位層を削 りこ む場合が あ り， 下位

層 との 関係 は通常整合 で
一

部 不 整 合 状 で あ る ．杉原

（1978）の 姉崎層上部に対 比 され る と思わ れ る （第 1表）・

（B， 下部粘土層）

　厚さは 0 〜2m だ が，上 述の よ うに，中部砂層 （B2）

1em

5

0
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10m

5

0
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　　　　　第 2 図 模 式 柱 状 図

A ： 立 州 ・武蔵 野 ロ ーム 層，B ： 常 総 層 （Bl ： 上 部

粘土層 ， B2 ： 中 部砂 層 ，　 Ba ： 下 部 粘 ：ヒ層 ，　 Bd ； 下

部砂 層 ）， C ： 成 田 層，　 TP ： 東 京 軽 石 層，　 Pm −1：

P皿 一1 軽 石 層，SIP ： 三 色 ア イ ス 軽 石 層， 凡 例 　 1 ：

表 土 ，2 ： ロ
ー

ム ，
3 ； チ ョ コ ロ

ー
ム ，4 ： 粘 ± ，

5 ：

シ ル ト ，
6 ；砂 ，

7 ； 礫 ， 8 ； 軽石 ， 9 ； 火 山灰 ， 10 ：

ヒ メ ス ナ ホ リ ム シ 生 痕，11　 ： ラ ミ ナ ， 12 ： 偽 層，
13 ： 軽 石 質 鍵 層，14 ； 凝 灰 質 鍵 層
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に よ り削 られ る場合 も あ る ，千 葉市富岡町 （露頭 19）で

は，本層 だ けで な く，下 部砂層 （B4） ま で 削剥 され て い

る．ふ っ う白色 〜青灰 色 で，上 部粘土層 よ りか な り凝灰

質 で あ る ．所 に よ り砂層を挟む （千葉市谷津 田， 露頭 9 ）・

全体 に 中粒 〜粗粒軽石や植物痕跡が多 く分布す る．本層

基底部 に，白色〜黄色粗粒軽石 ・白色 〜桃色凝灰質粘土

・灰 白色凝灰質 シ ル トよ り成 る 成層 し た 互層が は さ ま れ

る場合が あ り，下末吉台地 の 三 色 ア イ ス 軽石 層の 一群

（SIP＞に対 比 され て い る （杉原，1918）．下位層とは整合

で，岩相 も漸移的 に 変化す る．

（B4 下 部砂層）

　厚 さ 0 〜lm ．細粒 〜細礫質砂層で ，淘汰が悪 くヌ カ

状を呈す る．軽 石 や シ ル ト片を含む，本層 は発達しな い

場合や下位 の 成田 層 （C ）との 境界が不明瞭な場合が あ る

が，一
部 で は 明瞭な 侵食面 で 境され る場合も あ る．杉原
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下 総台 地南 部 に お け る 洪 積 台 地 の 変形 と 埋 没段丘

＼

第 1表 　 下 総 台 地 南 部 に お け る 下 総 層 群 上 部 以 後 の

　 　 　 　対 比 表
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（L978）

立 川 ロ
ーム 層

A
武 蔵 野 ロ

ーム 層

B1 上 部 粘土 層

　　 　　 上　　部

姉 ケ 崎 層

　 　 　 　 下　 　 部

B

常

総

層

　 B2 上 部 砂 層
一

　 B3 下 部 粘 土 層

B
曝 下 部 砂 層

木 　 　 下　 　 層

上 　 岩 　 橋 　 層

清 　 　 川　 　 層

c　 成 　　 田　　 層

（1978） の 姉崎層 下 部 に対 比 され る （第 1表 ）・

　 c ．成 田 層

　極細粒
〜中粒砂層．非常 に淘汰が よ く， 上限ふ きん に

は 白斑状の ヒ メ ス ナ ホ リム シ の 生痕や，そ の 他 の 生痕が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きおろし

しば しば見 られ る．浅海成層 で ， 下総台地北部 の 木下層

に対 比 され る と思わ れ る．

　 H ・2 試 料分 析

　 ロ ーム 層お よび粘土層中の 重鉱物 の 粒度 と組成を分析

し ， 台地上 の 層準 と沖積層下 にお け る V 一
ム 層 との 対 比

を行っ た ．試料採取地 点 は次の 2点で ある．

　A 地点 ： 千葉市加曽利町 （露頭38）（第3 図〉

　　　　　常総層上面 の 標高は 21・7m ．

　B 地 点 ：市原市岩崎千葉県公 害研究所 構 内　（露頭 B−

　　　　　21） （第 7 図）

　　　　　常総層上面 の標高 は一12m ．

　な お，試料 は様k な層準 か ら約 10　 cm の 厚 さ を採 取

し，そ の うち の 25g を と り，粒度分析 と鉱物組成 の 分析

を行 っ た．こ れ らの 方法 は堀 ロ ・河原塚 （1979）に よ っ

た．

　1．　 A 地 点の 分析 結果

　第 3 図で 示 した よ うに，ロ
ーム 層中部 に は 厚 さ 40　cm

の 黒色 バ ン ドがみ られ ， 立川 ロ
ー

ム層 と武蔵野 ロ
ー

ム 層

上部 を区 分 して い る．常総層 の 上部粘土層 （Bl＞ は 厚 さ

60cm で ，そ の 下 に 植物根 の 多数含 まれ る 砂質 シ ル ト層

（40cm ）お よび シ ル ト層 （B2）（125　cm ） が くる・さ ら

に 下位 に は 凝灰質シ ル ト層
・
凝灰質粘土層

・軽石質粘土

層 ・桃色凝灰 質 シ ル ト層 ・青灰色凝灰質 シ ル ト層 の 互 層

5

10

1ZZ

 
Sp ： 試 料翻

　 　 　 　凡 例
3EEI ］ 1 俵 土

C4 蠶

　5［ヨ

　6［：コ

　7凾

　8E 虱

2 ： ロ ーム

3 ： チ ョ コ 。 ロ ーム

4 ： 粘 土

5 ： シ ル ト

6 ； 砂

7 ： 軽 石

8 ；火 山 灰

第 3 図　千 葉 市 加 曽 利 町 （露 頭 38）の 柱 状図 と 試 料

　 　 　 　採 取 地 点

（瑞）（各 10cm 厚 ） が 成 層 して い る ．こ れ らの 軽石 層群

は SIP に対 比 され る もの と思 われ る，そ の 下位 は非常

に淘汰 の よ い 極細粒 〜細粒砂層 （C ） で，上部に は ラ ミ

ナ がよ く発達 して い る．

　各層準17点 か ら厚 さ10cmず つ 試料を採取した （第3 図

参照）．こ れ らの 分析結果を第 4 図〜第 6図 に 示す．

　粒度分析 の 結果 （ee　4 図 ） をみ る と 関 東 ロ
ーム 層 で

は ， 砂成分 が全体 に 少く， 砂成分中 で もD 〜F （％ 〜％

mm ）の 中
・
細粒部が 85％以上を占め る．粗大成分 の 内

容を よ く検討 で き る よ う横軸（％）を対 数 目盛 で 示 し た．

　第 5 図 に は砂 成分の 積算曲 線 か ら，中央粒 径値（Md φ）

と淘汰度 （σ
φ）の 分布 を示 した．曲線の パ ター

ン に よ り

（Sp　l 〜3 ）・（Sp　4 ）・（Sp　5 〜7 ）・（Sp　8 〜10）・（Sp

11〜15）・（Sp　16〜17）の 六 っ の グル ープ が 区 分 され る．
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第 5 図　サ ン プ ル A の 砂成分 の 中 央粒 径値 （Md φ）

　　　　 と 淘 汰度 （σ
φ1

5

9

00監

E≡ヨ 1 囮 Z 園 3　鏖 ヨ 4 ■ S ［：コ S

　　　　第 6 図 　サ ン プ ル A の 重鉱 物 組 成

1： カ ン ラ ン 石 ，2： 斜方輝石 ，3； 単斜輝石，4 ： 角閃
石・5 ： 磁 鉄 鉱 6 ： 風 化 鉱 物 ， そ の 他 の 鉱 物

こ れ らは そ れ ぞ れ ， 風成 ロ
ーム 層 ・東京軽石層 ・チ ョ

コ

帯 ・B
、 層 ・　B

， 層 シ ル ト層 ・B3 層 ・C 層 に 対応す る． こ

の よ うに，東京軽石 層 は 比 較的粗粒 で 淘汰が よ い こ とが

わ か る．B2 層 ・C 層も同様 で あ る，

試料の E 幄 一
％ mm ）成分 につ い て ， 重鉱 物 組成 の

分析を行 っ た（第 6 図〉．こ の 結 果，輝石 類 （斜方輝石お

よ び 単斜輝石 ） の 量 に は特徴的な 分布 が み られ，大 きく
A 層 ・B 層 ・C 層 で 異 っ て い る． Spl 〜5　（A 層）で

は，輝石 類 の 量 が Sp　4 （TP ） を 除 い て ， い ずれ も 30〜

45％ の 値を示 す が ，
Sp　4 の み 70％を し め る．こ の うち単

斜輝石 は Sp　1 〜5 と も10％ほ ど で あ る．　 Sp 工・2 は カ

ン ラ ン 石を多 く含む こ とか ら，立 川 U 一
ム 層 に あ た る と

思 わ れ る．

　Sp6 〜15 （BINB3 ） で は ， 輝石類の 量 は 1q〜20％ で ，
そ の うち 単斜輝石 は数％ し か な い ．角閃石 は 10〜20％の

含有率 を示 す・SpI6 ・17（C ）で は，輝石類が 45〜65％
を し め，磁 鉄鉱が 少 な い ．

　2．　 B 地 点 の 分析結果

　第 7 図 に柱状 お よ び 試料採取地点を示 した．沖積層は

〆
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第 7 図 　市 原 市 岩 崎 （露 頭 B −21）の 柱状 図 と

　　　　試 料 番 号．凡 例 は 前 と同 じ．

地表 （標高約 3m ）か ら深度
一14．75m まで で ，細粒

〜極

細粒 砂 〜 シ ル ト質砂層よ り成 る．全体に貝殻片が多 く含

まれ る．沖積層 の 下位50　cm は 凝灰 質粘土 か らな り，特

に 下半部に は軽石が含ま れ る．こ の 粘土 の 採取直後 の 色

は濃緑灰色 を し て い た が激 畷 に 1颯 成 ・
一ム に 似 た ・

赤褐色 に変色 した．台地上 の 露頭で み る 立川
・武蔵野 ロ

ーム 層 に く らべ る と，やや粘土質が多い 感 じ で あ る．さ

らに 下 位 30cm （深 度
一15・25m 〜− 15・55m ！ は 粗粒 〜

中粒軽石 層 で ， 採取時は青灰色 で あ っ た が ， 数 日後 に は

白色 〜黄臼色 に変色 し た．そ の 下 60　 cm （深度
一15，55

m 〜− 16・15m ）は 凝灰 質シ ル ト， さ らに下位95　cm （深度

一16，15〜− 17，10m＞ は凝灰質粘土 ， そ れ以下 は シ ル ト

質細粒砂層 で あ る．

　サ ン プ リン グは ，

− 14・48m 〜− 17・65m で ，す な わ

ち，沖積層最下部か ら凝灰質シル ト層 ま で に つ い て ，平

均 10　 cm 間隔 で 15点採取 し，さらに最下部の シル ト質細

粒砂層か ら 1点採取 した ．各 サ ン プ ル か ら約15gず つ
，

平均的に 試料 を調整 し て ， 粒度 お よ び鉱物組成 の 分析 を

行 っ た．

　ee　8図 に 粒度分析 の 結果 を 示 した ．こ れ を見 る と ，　
Sp

7 〜10で は A 〜C （2mm 以上 〜％ mm ）の 粗粒成分 が

30〜40％を 占め て い る，こ れ は ， こ の 層 準 に軽石 が多 く

含まれ て い る こ と と 関連 して い る と思 われ る．

　 砂成分の 積算曲線 か ら Md φ と σ
φ を求め ， 第 9 図 に

15，

16．

17．

　

ng・6 図 v ン プ ・レ B の 砂 成 分 の 粒 度組成．凡 iftJは 前

　 　 　 　 と同 じ．
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第 9 図　サ ン プ ル B の 砂 成 分 の 中 央粒 径 値 （Md φ）

　　　　と 淘 汰 度 （σ
φ）
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第 10図　サ ン プ ル B の 重 鉱 物 組 成．凡 例 は 前 と 同 じ．
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示 し た．粒径中央値 （Md φ）か ら 見 て も，
　 Sp　7　dO に

砂成分が 卓越 し て い る こ とが わ か る，しか し淘汰度（ae ）

で は Sp　7 ・8 （σ
φ
・＝1．6）に 対 し Sp　9 ・10（σ di

＝＝1．2） は

少 し異 っ た 値 と な っ た ．な お サ ン プル 時 の 観察 で は Sp

7 〜10に は成層構造が わ ずか に見 られ た．

　試 料 の E （％ −」　Yt　Mm ）成分に つ い て，重 鉱物 を分析

し，第10図 に 示 した．全体の 特 徴 とし て，輝 石 類 が 多

く，40〜70％の 割合を しめ て い る． Sp　1 〜3 お よ び Sp

I1〜16に は，わ ずか で あ る が 角閃石 が含 まれ て い る．

　 3． A 地点 と B 地点の 対比

　両地点 と も，軽石 が 卓越 して い る 地層 で は粗い 粒度組

成 を示 し，上下 と異 っ た 特徴を示 し て い る．そ れ は ， 粒

径中央値 の 分布 に も現わ れて い る，しか し，
A 地点の 方

は ， 全体 と して B 地点 よ り粗粒 で ある．σφ の 図で B 地

点 の Spア・8 と Sp　9 ・10を分け て 扱 え ば ， 後者は A地

点 にお ける Sp　4 （東京軽石層）に 対比 され る よ うに思 わ

れ る，

　 A 地 点 の Sp　9 ・10 に は カ ン ラ ン 石 が わ ずか に 多い よ

うに見 え る．

　
一

般 に東京軽石 層中に は カ ン ラ ン 石 が含まれ な い とい

われ て い るが，た と えば湘 南地 域 の よ うに，わ ずか な が

らカ ン ラ ン 石 を含む 例も知 られ て い る （関東 ロ ーム研究

グル
ープ ，

1965）．サ ン プ ル A で は 東京軽石層 よ り 下 位

に，角閃石 が特微的 に含 まれ て い る． し か しB 地 点で

は ，
Sp　9 ・10 ふ き ん で 角閃石 が ほ と ん ど無 い か，ご くわ

ず か で ある 点で 類似 し て い る が，そ れ よ り上位に も，比

較的多 くの 角閃石 が 含 まれ て い る．こ の こ とは，B 地点

の Sp2 以 下 が常 総層 上 部 に 対比 され る 可 能性 も示 し て

い る．

　以 上 の 比 較 よ り，B 地 点の Sp　9以下 の 層準 は，A 地 点

の Sp4 あ る い は Sp　6 以下 の 層準に対比 され ， 結局東京

軽石 層以下の 層準に相当す る と考 え られ る． こ の こ と

は，沖 積低地 下 に，少 く と も武 蔵野 面 よ り古期 の 段 丘 面

が埋 没 して い る こ とを意味する だ ろ う．

IH．洪積台地形成後の 変形

　沖積層下 に 埋 没 す る 台地 の 形成機構は どの よ うに説明

され る だ ろ うか．こ の 問題 を検討す る ため ， 本地域 の 東

側 に 分布す る台地 につ い て，段丘 面 形成後の 変動量 を検

討 し た ，

　洪積台地の 変動を求め る た め ， 露頭調査 にお い て，主

と して 常総層（B ）の 岩相 を対比 し，そ の 上限の 標高を測

定 した，こ れ らの 方 法 はす で に 関東新生 代構 造研究 グル

ープ （1977）や 小 玉 ・
鈴木 （1979）で 示 し た もの と同 じ

であ る．
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　その 結果 ， 常総層上部粘土層 は現在 の 地形高度に 係 り

な く各地 で 対比 され，そ の 上 下の 層準 の 岩相 か ら して ，

明 らか に か っ て 水中で 形 成 され た 堆積面 が ， 現在は 地殻

変動 に よ っ て ，様 々 な高度 に 分布す る と考え られ る，す

なわ ち ， 上部粘土層 は ， その 岩相か らし て ， 当時は河川

の 後背湿地 に 堆積 し た と考 え られ，そ の 堆積平担面 の 自

然勾配 は ， た か だ か 1／1000以下 で あ っ たと推定さ れ る ．

それ が あ とで 示 す よ うに ， 現在は平均 IO／10GO 以上 の 勾

配で 傾斜して い る とこ ろ がお おい ．こ の よ うな粘土層の

傾斜 は ， 通常の 山ろ く扇状地 にお け る礫層 の 堆積面勾配

hS6／1000前後で あ る こ と と比較した とき ， 堆 積時の 自然

勾配 とは 考 え られ ず，お そ らく主 とし て ，粘 土 層 堆 積

後，変形 し た もの だ と考 え た わ けで ある．

　以下 ， 4断面 に 沿 っ て ， 地殻変形 の 規模 と形態を検討

し て み る．

　第 11図は千葉市昭和 の 森入 口 （露頭 1） か ら千葉市長

作新田 （露頭14）に 至 る約 30km の 断面で，最 も北部の

地域の 特徴を示 して い る．

　上部粘土層の 高度分布は千葉市昭和 の 森 入 口 （露頭

1）で 海抜86m ，千葉市西 沖 ゴ ル フ場 そ ば （露頭 6 ）で

海抜40．5m
， 千葉市大草町 （露頭 8 ＞で 海抜35m ，千葉

市小倉台
一

丁 目 （露頭 10） で 海抜25m ，千葉市長作新 田

（露頭 14）で 海抜20m を示 す，

　 こ の 断 面 は，更 に 比較的
一
様な 勾配を有す るOl　・・　04 の

四 つ の 単元 に分 け られ る，そ れ ぞれ の 単元 の 勾配 は ，01

ヵミ約5／1000，　02hx 約o．7／1000，　03 ヵ二約3．6／1000，04h9

約O．　4／1eOOで ある．単元 の 幅 は断面図上 で 01 が 9km ，

02 が 6．7km ，03 が 3km ，　Q4 が llkm で あ る ．単 元

02 と単元 04 は ほ とん ど同 じ勾配 を もつ きわ め て 平担 な

台地で ある が，両単元 は幅狭 い 撓曲単元 0 、 に よ っ て く

109

い 違 っ て お りそ の 高度差 は 約10m で ある．

　第12図 は千葉市県 神社東 （露頭 2） か ら市原市岩崎千

葉県公 害研究所 （B −21）に 至 る 約20km の 断面 で あ る．

　上部粘土層 の 高度分布は 千葉市県神社東 （露頭 2 ）で

海抜86m，千葉市小 金沢町 （露頭 18＞で 海抜38m ，千葉

市富岡町 （露頭19）で 海抜2L21n ，市原市北野 （露頭 20）

で 海抜 15．5m
， 市原市岩崎 の 千葉県公 害研究所 （B −21）

で 海抜
一12m に 分布す る ．

　先 と同様 に本区間 も勾配 の 異な る P、
〜P4の 四 つ の 単

元 に 分け られ る．各単元 の 勾配 は pP1 が約 4．1／1000， P2

が約 13／1000，P3 が約10／1000，　 P4 が約 1〆1000で あ る．

断面図上，幅12km の 単元 Pl と幅 6km の 単元 P4 は 比

較的似 た 勾配を もつ 台地 で あ る が 、 両単元の 問 は高度差

約 45m で P2・Ps の 勾配 の 相対的 に 急な 単元で境され て い

る．

　第 13図 は 長柄町 六 地蔵 （露頭22）か ら市原市岩崎の 千

葉県公害研究所 （B −21）に 至 る 約20km の 断面で ある．

本地域 で 最も変動の 規模が 大きい 地域 で あ る．

　上 部粘土 層の 高度分布 は 長柄町 六 地蔵 （露頭 22）で 海

抜128．6m
， 長柄町 追分 （露頭24）で 海抜 108m

， 市原市

千葉国際 ゴ ル フ 場 H （B −26）で 海抜99．4m ，市原市勝間

（露頭 28）で 海抜 67m ，市原市宗角 （露頭 29） で 海 抜 57

m
， 市原市能満 （露頭 31）で海抜35・4m ，市原市岩崎 の

千葉県公害研究所 （B −21）で 海抜
一12m に 分布す る．

　同 様 に 本区間 も Q ，
〜Q ， と 四 つ の 単元 に 分け られ る．

各単元 の 勾配 は ， Q ， が約 11．9／1000，
　 q2が約4．2／IOeO，

q3 が約 13／1000，　 Q4 が約 1／1000で ある ．断面図 よ り，

幅 5km の 単 元 Q．、 と以下 の 単元 で は 階段状に 傾斜が急

変して い る こ とが わ か る，こ の よ うな大規模な 傾動単元

の ほ か に，た とえ ば Q ， の 単元 は，更 に 小 さ く 1〜2
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第 性 図　市原 市 栢 橋一 市 原 市 岩崎 の 地 質断 面 図 （凡 例 は第 11図 と 同 じ）

km の 小単元 q1〜qe に分 け られ る，それ ぞれ の 勾配 は，

q1 が約o．6／1000，
　q2 が約 15．8／1000，

　q3 が約 7．8／1000，

q4 が約23．1／1000，　 q5が約5．9／1000，　qG が 約 11．6／1000で

あ 窮 小単元 の ほ ぼ 同 じ勾配 の 台地 間が急勾配 の 単元で

境 され て 階段状 の 地塊単元 を形成 して い る こ とが示 され

て い る．

　 　 　 　 　 　 　 　 る び

　第 14図は 市原 市栢 橋 （露頭33） か ら市原市岩崎 の 千葉

県公害研究所 （B −21）に至 る約15km の 断面 で ある．

　上部粘土 層の 高度分布 は，市原市栢橋 露 頭 33）で 海

抜87・5m ，市原 市北野 （露頭36）で 海抜67・6m
， 市原市

海保霊園 （露頭37）で 海抜29皿
， 市原市岩崎 の 千 葉県 公

害研究所 （B −21）で 海抜
一12m に分布す る．
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下 総台地 南部 に お け る 洪 積 台地 の 変形 と埋 没 段 丘

　同様に本区間も勾配 の 異な る単元 R1〜R4 と分け られ

る．各単元 の 勾 配 は，R
， が約 2．9／1000，　 R2 が 約 18／

1000
，
Rs が約35／1000，

　 R4 が 約 Ll ／1000で あ る ．断 面

図 よ り， 幅 7km の 単元 Rl と幅 6km の 単元 Rl と は 比

較的同 じ 勾配の 台地 で ある が ， 両単元の 問 は 高度差が 約

70m に も達 し ， 急勾配 の R2・R3 に よ っ て 境 され て い る・

IV．地塊状傾動運動

　以上 の 断面図 か ら ， 比較的平担な二 つ の 単元 は，比 較

的急 な撓曲的な単元 に よ っ て 境され て い る こ と が 分 か

る．し た が っ て ， 面 の 傾斜様式 は，連続的 な傾動運動で

は なく， 変位量 が数10m に も達す る
“
くい 違 い

”
を示す

もの で ， 時に は階段状傾動地塊を形成す る （第 正3図）．沖

積層下 の 埋没台地 と，台地の 傾動地塊 との 折 れ ま が り

は ， こ れ らの 中で は最も大 き な 不 連続変形 で あ る ，た だ

し ， こ の 不連続点 が，沖積層 下 の どの 部分 に ある か は ，

今 の とこ ろ 不明 で ， 今後 さ ら に地 下 データ を検討 し て い

く段階で 明らか に な る だ ろ う．

V ．まと めと今後 の 問題

　以上 の 結果 を ま と め る と，次 の よ うに な る．

　  　本地域は洪積台地形成後 に変動 が起 こ り， そ の 変

動 は単 な る 傾動 で は な くブ ロ ッ ク状 の 運 動 で 東京湾方向

に 傾斜 し て い る．

　  　沖積層下 の 埋 没段 丘 は，砂成分の 粒度組成お よ び

鉱物組成 よ り，武蔵野 段 丘 面 （M3 ＞以 前 の もの と推定 さ

れ ， 洪積台地 の ブ 巨 ッ ク変形 で 形成 され た もの で あ る と

推定され る．

　断面 を 勾 配 の ち が う単元 に区 分 し た が ， こ の 単元 に対

応す る よ うに して ， わずか な がら， 地層 の 層厚変化 が 見

られ る．例 え ば，第 13図 の Q 、 と Q ， で は チ ョ コ 帯 。常

総層上部粘土 層 （B1） さ らに 下位 の 砂 層 （B2） で 層相 ・
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層 厚 の 変化 が 顕著 で あ る．こ の こ と は，堆積過程 に すで

に 地 層 の 堆積環境が若千 変化 し た こ とを示 し て い る と思

わ れ る．そ して ， そ の 変動は層準ご とに そ れ ぞ れ異な る

か ら ， 変動期間 が長期的な もの で あ る こ とを示 し て い る

か も知 れ な い ．し か し ，
こ の こ とにつ い て は再検討を 要

す る もの で ， 今後 の 課題 と した い ．
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